あとがき by 加藤 治文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　と
　入学式も終了し新学期を迎え，何時ものことながら心
機一転新しい気持ちになる．昨年度は6年生（卒業生）の
クラス担任．卒業式の前に国試が行われたのは戦後初め
てであったので，この1年はいささか緊張した．国試合
格率も全国平均を上回リホッとしているところである．
　本巻では札幌医科大学前学長の菊地浩吉先生に巻頭言
をいただいた．40数年前の懐古が述べられているが，当
時原因不明であった奇病の原因がアニサキスであった
由，目の前の出来事を大事にする様にとの教えである．
灯台下暗し．身近に存在する小さなこと，当たり前のこ
となどを大事に振り返ってみることが大きな発見につな
がるということである．医学は未だ未だ主観的で未熟な
が　き
学問である．真の科学の仲間入りをする為には一層客観
性を帯びたものにしなくてはならない．既存の知識も非
常に重要であるが，目の前に生じている現象を大切にと
らえ，自ら思考し解明の道を探る必要がある．我が校は自
主自学を建学の精神としているので是非実行したいもの
である．
　51巻3号は5月1日に発行される予定であるが，原著
10編，症例報告3編がその主なる内容である．本誌の質
的向上の為にどしどしすばらしい論文の投稿を期待す
る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（加藤治文　記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1．臨床懇談会開催並びに予定の報告があった．
2．編集方法について種々討議した．
　最終講義の原稿については規約を作り，医学会会則
　に入れ，該当者全員に提出してもらうようにするこ
　ととなった．
3．51巻特別号（学術業績集）は，経費節減のため，従
　来の学術業績集より活字を1回り小さくすることと
　なった．
（平成5年3月）
4．日本学術会議第16期会員の選出に係る学術研究団体
　の登録については登録するという方針で検討するこ
　ととなった．
5．5月26日（水）3時から幹事会終了後，評議員会を行
　うこととした．
6．平成4年度決算（見込），平成5年度予算（案）について
　説明があった．
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